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は
じ
め
に

　

報
告
者
は
、『
無
形
文
化
遺
産
研
究
報
告
』
第
九
号
、
第
十
一
号
（
以
下
「『
報
告
書
』

第
九
号
」「『
報
告
書
』
第
十
一
号
」
と
す
る
）
に
お
い
て
、
当
研
究
所
に
所
蔵
さ
れ
て

い
る
パ
テ
社
製
SP
レ
コ
ー
ド
の
う
ち
、
岡
安
南
甫
が
唄
っ
た
『
吉
原
雀
』、
杵
屋
千
代
・

杵
屋
栄
子
に
よ
る
『
新
浦
島
』
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
こ
れ
ら
の
レ
コ
ー
ド
の
収
録
は
、

先
行
研
究
の
飯
島
満
・
永
井
美
和
子
「『
特
殊
再
生
装
置
を
要
す
る
音
盤
』
パ
テ
ー
縦
振

動
レ
コ
ー
ド
」（『
無
形
文
化
遺
産
研
究
報
告
』
第
六
号
所
載
）
で
詳
述
さ
れ
て
い
る
と

お
り
、
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
十
月
頃
に
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
所
蔵
す
る

パ
テ
ー
盤
の
長
唄
作
品
は
こ
の
ほ
か
に
、『
寒
行
雪
ノ
姿
見
』、『
筑
摩
川
』、『
越
後
獅
子
』、

『
松
の
み
ど
り
』
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
六
世
芳
村
伊
十
郎
が
唄
っ
た
『
綱
館
』
を
取

り
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。

　

レ
コ
ー
ド
の
レ
ー
ベ
ル
に
は
、
唄
が
芳
村
伊
十
郎
、
三
味
線
が
杵
屋
六
左
衛
門
、
上

調
子
が
杵
屋
勘
五
郎
、
小
鼓
が
望
月
太
左
衛
門
、
大
鼓
が
望
月
長
左
久
、
太
鼓
が
田
中

伝
左
衛
門
、
笛
が
望
月
太
喜
蔵
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

『
綱
館
』
は
、
京
の
羅
生
門
で
鬼
神
の
片
腕
を
斬
っ
た
渡
辺
綱
が
、
伯
母
に
姿
を
変

え
た
鬼
神
に
腕
を
取
り
返
さ
れ
る
と
い
う
、
語
り
の
要
素
の
強
い
長
唄
作
品
で
あ
る
。

豪
快
な
三
味
線
の
手
を
特
徴
と
す
る
、
大
薩
摩
節
の
旋
律
が
多
用
さ
れ
た
、
現
在
で
も

演
奏
さ
れ
る
機
会
の
多
い
作
品
で
あ
る
。
こ
の
レ
コ
ー
ド
で
三
味
線
を
勤
め
た
十
三
世

杵
屋
六
左
衛
門
と
五
世
杵
屋
勘
五
郎
の
義
祖
父
に
あ
た
る
三
世
杵
屋
勘
五
郎
（
十
一
世

杵
屋
六
左
衛
門
）
が
、
明
治
二
年
頃
に
作
曲
し
た
。
な
お
、
こ
の
『
綱
館
』
は
、
そ
れ

よ
り
約
一
三
〇
年
前
に
歌
舞
伎
で
上
演
さ
れ
た
大
薩
摩
節
『
兵

つ
わ
も
の

四あ
ず
ま
や

阿
屋
造づ

く
り

』
を
原
拠

と
し
て
い
る
た
め
、
本
稿
で
は
『
兵
四
阿
屋
造
』
の
作
品
に
つ
い
て
も
触
れ
る
こ
と
と

す
る
。

　

本
稿
で
は
、
物
故
者
の
敬
称
は
す
べ
て
省
略
し
、
旧
字
は
、
書
名
・
引
用
文
以
外
、

原
則
と
し
て
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。
ま
た
、
音
高
は
相
対
音
高
で
示
し
た
。

一　

作
品
の
概
要

（
一
）『
綱
館
』
の
概
要

　

『
綱
館
』
は
次
の
よ
う
な
あ
ら
す
じ
で
あ
る
。
源
頼
光
の
家
来
で
あ
る
渡
辺
綱
が
、

京
の
羅
生
門
で
鬼
（
茨
木
童
子
）
の
片
腕
を
斬
り
取
っ
た
後
、安
倍
清
明
の
進
言
に
よ
り
、

物
忌
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
幼
い
綱
を
養
育
し
た
と
い
う
伯
母
が
来
訪
す
る
。
綱
は

物
忌
の
た
め
断
る
が
、
伯
母
に
口
説
か
れ
、
門
戸
を
開
く
。
斬
り
取
っ
た
鬼
の
腕
を
見

せ
て
ほ
し
い
と
い
う
伯
母
の
言
葉
に
し
た
が
い
、
唐
櫃
を
開
け
て
み
せ
る
と
、
伯
母
は

次
第
に
面
色
が
変
わ
り
、
鬼
の
本
性
を
顕
し
て
腕
を
取
り
返
し
、
黒
雲
に
紛
れ
て
消
え
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失
せ
る
。

　

こ
の
曲
は
、
三
世
杵
屋
勘
五
郎
（
前
名
は
十
一
世
杵
屋
六
左
衛
門
。
通
称
「
根
岸
の

勘
五
郎
」。
大
薩
摩
名
は
大
薩
摩
絃
太
夫
。
別
号
は
照
海
。
一
八
一
五
～
七
七
）
が
、
明

治
二
年
頃
に
作
曲
し
た
。
語
り
物
の
要
素
が
色
濃
い
曲
調
で
、
大
薩
摩
節
の
旋
律
を
多

用
し
て
い
る
。
大
薩
摩
節
と
は
、
十
八
世
紀
前
半
頃
に
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
浄

瑠
璃
の
一
つ
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
長
唄
に
吸
収
さ
れ
た
。
三
世
勘
五
郎
の
義
父
十

世
杵
屋
六
左
衛
門
が
、
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
に
大
薩
摩
節
の
家
元
権
を
預
り
、
明

治
元
年
に
三
世
勘
五
郎
に
正
式
に
譲
渡
し
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る

（
一
）。

　

『
綱
館
』
の
三
味
線
の
編
成
に
お
い
て
、
上
調
子
を
入
れ
て
演
奏
す
る
場
合
も
あ
る
。

し
か
し
、
現
行
の
演
奏
で
上
調
子
を
入
れ
る
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い
。

（
二
）
先
行
作
品
『
兵
四
阿
屋
造
』

　

『
綱
館
』
の
先
行
作
品
と
し
て
、
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
八
月
、
江
戸
中
村
座

『
潤

う
る
お
い

清せ
い
わ和

源げ
ん
じ氏

』
第
二
番
目
に
上
演
さ
れ
た
大
薩
摩
節
『
兵
四
阿
屋
造
』
が
あ
る
。
大

薩
摩
節
を
初
世
大
薩
摩
主
膳
太
夫
、
三
味
線
を
七
世
杵
屋
喜
三
郎
が
勤
め
、
伯
母
（
正

本
記
載
の
役
名
は
「
つ
な
お
ば
」）
を
二
世
市
川
海
老
蔵
、綱
（
正
本
記
載
の
役
名
は
「
わ

た
な
べ
」）
を
三
世
市
川
團
十
郎
が
演
じ
た
。
本
稿
末
尾
に
掲
載
し
た
詞
章
で
、『
綱
館
』

と
共
通
の
部
分
を
太
字
に
し
た
。
こ
れ
を
見
る
と
、
詞
章
の
大
部
分
が
『
綱
館
』
に
引

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
三
世
杵
屋
栄
蔵
『
長
唄
の
う
た
ひ
方
』
に
よ
る
と
、

古
本『
兵
四
阿
屋
造
』が
作
曲
者
三
世
杵
屋
勘
五
郎
の
家
に
伝
わ
っ
て
お
り
、そ
れ
を『
綱

館
』
と
し
て
「
再
曲
」
し
た
と
述
べ
て
い
る

（
二
）。

三
世
杵
屋
栄
蔵
は
、
唄
を
う
た
っ
た

六
世
芳
村
伊
十
郎
の
子
で
、
三
味
線
を
弾
い
た
五
世
杵
屋
勘
五
郎
の
門
弟
で
あ
る
た
め
、

作
品
の
成
立
を
知
る
上
で
の
重
要
な
言
説
と
い
え
る
。

　

こ
れ
ま
で
に
書
か
れ
た
『
綱
館
』
の
曲
目
解
説
で
も
、『
兵
四
阿
屋
造
』
と
の
共
通
点

に
言
及
し
た
も
の
が
あ
り
、「
か
か
る
所
へ
津
の
国
の
」
が
「
か
か
る
所
へ
向
う
よ
り
」

と
い
う
部
分
以
外
文
句
の
相
違
は
な
い
と
し
て
い
る
も
の
が
、『
長
唄
の
う
た
ひ
方
』
は

じ
め
多
く
存
在
す
る
。
し
か
し
、
稀
音
家
義
丸
氏
が
『
長
唄
囈
語
』
で
指
摘
し
て
い
る

通
り

（
三
）、

段
切
が
異
な
る
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。『
綱
館
』
で
は
鬼
に

腕
を
取
り
返
さ
れ
た
綱
の
口
惜
し
い
心
情
が
直
接
的
に
描
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、『
兵

四
阿
屋
造
』
で
は
伯
母
と
甥
の
礼
儀
を
客
観
視
し
て
い
る
と
い
う
点
で
大
き
な
相
違
が

あ
る
。

　

『
兵
四
阿
屋
造
』
の
テ
キ
ス
ト
に
は
、
詞
章
の
右
脇
に
詞
章
よ
り
小
さ
な
字
で
付
記

さ
れ
た
情
報
が
あ
る
。
ま
ず
、「
た
ん
十
郎
せ
り
ふ
」「
え
び
蔵
せ
り
ふ
」「
上
る
り
」
と

い
う
記
載
は
、
初
演
を
つ
と
め
た
市
川
團
十
郎
と
市
川
海
老
蔵
の
役
者
に
よ
る
せ
り
ふ

と
、
浄
瑠
璃
（
大
薩
摩
節
）
が
掛
け
合
っ
て
演
じ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、「
上
る
り
」
の
部
分
に
は
、「
サ
シ
」「
イ
ロ
」「
イ
ロ
サ
シ
カ
ヽ
リ
」「
上
ケ
」「
引
」

「
キ
ン
カ
ハ
リ
」「
下
」「
ユ
リ
」「
本
フ
シ
」「
イ
ロ
ユ
リ
」「
ム
ス
ヒ
」「
キ
ン
」「
ヒ
ヤ
」「
イ

ロ
ム
ス
ヒ
」「
ツ
ナ
キ
ム
ス
ヒ
」「
シ
ウ
タ
ン
地
」「
シ
ヲ
リ
」「
イ
ロ
ク
ト
キ
」「
イ
ロ
カ

タ
リ
」「
モ
ロ
チ
ヤ
シ
」
な
ど
の
文
字
譜
と
思
わ
れ
る
も
の
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
詞
章

の
、
〽
か
ゝ
る
所
に
～
こ
へ
を
上
て
ぞ
な
き
給
ふ
」
の
部
分
に
、
特
に
多
く
文
字
譜
の

記
載
が
み
ら
れ
る
。
こ
こ
は
伯
母
の
道
行
と
ク
ド
キ
の
前
半
に
お
け
る
重
要
な
場
面
で

あ
る
。
詞
章
は
『
綱
館
』
に
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
引
用
さ
れ
て
お
り
、『
綱
館
』
の
音
楽

要
素
を
見
る
と
〽
紅
葉
の
笠
も
」
に
［
文
弥
ガ
カ
リ
］、
〽
錦
を
か
ざ
す
」
に
［
薗
八
ガ

カ
リ
］
と
い
う
、
い
ず
れ
も
浄
瑠
璃
風
の
旋
律
、
綱
の
屋
敷
に
着
い
て
綱
と
の
問
答
に

は
大
薩
摩
の
旋
律
、
門
を
開
け
さ
せ
る
た
め
に
語
る
ク
ド
キ
に
は
［
子
守
唄
］
の
旋
律

や
［
雪
の
合
方
］
の
旋
律
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
記
載
さ
れ
た
文
字
譜
が
ど
の
よ
う
な

旋
律
で
あ
っ
た
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
点
が
多
い
が
、『
綱
館
』
の
旋
律
に
照
合
さ
せ
る

と
、『
兵
四
阿
屋
造
』
の
浄
瑠
璃
の
部
分
を
『
綱
館
』
で
は
浄
瑠
璃
風
の
旋
律
を
用
い
た

長
唄
と
し
て
作
曲
し
、
役
者
の
せ
り
ふ
だ
っ
た
部
分
を
大
薩
摩
の
語
り
と
し
て
作
曲
し

た
よ
う
な
傾
向
が
見
ら
れ
る
。こ
の
こ
と
か
ら
も
、三
世
杵
屋
勘
五
郎
は
、『
兵
四
阿
屋
造
』

の
正
本
を
参
考
に
し
て
、『
綱
館
』
を
作
詞
作
曲
し
た
可
能
性
は
大
い
に
考
え
ら
れ
る
。
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二　

演
奏
者

　

『
報
告
書
』
第
九
号
で
も
触
れ
た
が
、『
綱
館
』
の
演
奏
は
、
唄
を
六
世
芳
村
伊
十
郎
、

三
味
線
を
十
三
世
杵
屋
六
左
衛
門
、
上
調
子
を
五
世
杵
屋
勘
五
郎
、
小
鼓
を
七
世
望
月

太
左
衛
門
、
大
鼓
を
二
世
望
月
長
左
久
、
太
鼓
を
十
世
田
中
伝
左
衛
門
、
笛
を
望
月
太

喜
蔵
が
勤
め
て
い
る
。『
報
告
書
』
第
九
号
で
紹
介
し
た
『
吉
原
雀
』
の
演
奏
者
と
、
唄

方
以
外
は
同
一
で
あ
る
。

　

唄
の
六
世
芳
村
伊
十
郎
（
一
八
五
八
～
一
九
三
五
）
は
、
芳
村
流
の
家
元
で
、
大
薩

摩
文
太
夫
（
四
世
）
の
名
で
大
薩
摩
節
の
伝
承
者
で
も
あ
っ
た
。
持
ち
味
で
あ
る
強
い

語
り
口
と
音
域
の
広
さ
で
、
綱
、
伯
母
と
鬼
の
役
を
見
事
に
演
じ
て
い
る
。
六
世
伊
十

郎
に
よ
る
『
綱
館
』
の
録
音
は
複
数
存
在
す
る
が
、
こ
の
パ
テ
ー
盤
は
そ
の
中
で
も
古

い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
録
音
が
明
治
四
十
四
年
と
す
る
と
、
録
音
時
の
年
齢
は
五
十
三

歳
で
あ
る
。

　

三
味
線
の
十
三
世
杵
屋
六
左
衛
門（
一
八
七
〇
～
一
九
四
〇
）と
五
世
杵
屋
勘
五
郎（
一

八
七
五
～
一
九
一
七
）
は
兄
弟
で
、『
綱
館
』
の
作
曲
者
三
世
杵
屋
勘
五
郎
の
義
孫
に
あ

た
る
。
六
左
衛
門
は
、
明
治
二
十
七
年
に
杵
屋
の
家
元
を
継
承
し
た
。
五
世
勘
五
郎
は
、

作
曲
者
三
世
勘
五
郎
の
門
弟
で
あ
っ
た
「
杵
屋
せ
つ
」
の
養
子
と
な
っ
て
い
た
た
め
、

三
世
勘
五
郎
の
作
品
を
、
杵
屋
せ
つ
か
ら
数
多
く
伝
承
し
て
い
た
と
い
う

（
四
）。

録
音
時

の
年
齢
は
、
六
左
衛
門
は
四
十
一
歳
、
勘
五
郎
は
三
十
六
歳
で
あ
る
。

　

小
鼓
の
七
世
望
月
太
左
衛
門
（
一
八
六
二
～
一
九
三
八
）
は
望
月
流
の
家
元
で
、
録

音
時
の
年
齢
は
四
十
九
歳
で
あ
る
。大
鼓
の
二
世
望
月
長
左
久（
一
八
九
一
～
一
九
二
六
）

は
七
世
太
左
衛
門
の
子
で
、
の
ち
に
八
世
太
左
衛
門
を
襲
名
す
る
。
録
音
時
の
年
齢
は

二
十
歳
で
あ
る
。
太
鼓
の
十
世
田
中
伝
左
衛
門
（
一
八
八
〇
～
一
九
五
五
）
は
田
中
流

の
家
元
で
、
録
音
時
の
年
齢
は
三
十
一
歳
で
あ
る
。
笛
の
望
月
太
喜
蔵
の
詳
細
は
不
明
。

三　

パ
テ
ー
盤
長
唄
『
綱
館
』

（
一
）
録
音
の
概
要

　

『
綱
館
』
の
レ
コ
ー
ド
は
、
両
面
三
枚
の
計
六
面
に
録
音
さ
れ
て
い
る
。
盤
面
の
状

態
は
良
好
で
あ
る
。
な
お
、同
じ
く
パ
テ
ー
録
音
『
吉
原
雀
』
の
一
枚
目
第
二
面
に
、『
綱

館
』
の
一
部
が
録
音
さ
れ
て
い
る
。

（
二
）
各
面
の
録
音

　

レ
コ
ー
ド
は
、
一
分
間
に
九
十
回
転
で
再
生
し

（
五
）、

デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
て
い
る
。
三

味
線
の
調
子
は
、〔
♯
ド
〕
を
一
の
糸
に
取
る
〔
五
本
〕
の
本
調
子
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で

は
順
を
追
っ
て
見
て
ゆ
く
こ
と
と
す
る
。

①　

綱
館　

其
壱
【
製
品
番
号
：
三
四
六
四
八 

整
理
番
号
：
十
七
─
二
二
一
Ａ
】

　
　

演
奏
部
分
：
〽
去
る
程
に
～
門
戸
を
閉
じ
て
ぞ
居
た
り
け
る
」

　
　

唄
・
楽
器
：
唄
、
三
味
線
、
笛
、
大
小
太
鼓

　
　

録
音
時
間
：
三
分
十
三
秒

　

大
薩
摩
の
［
序
］
か
ら
始
ま
る
が
、
タ
テ
三
味
線
の
六
左
衛
門
は
、
大
薩
摩
を
意
識

し
て
い
る
た
め
か
、
掛
声
を
比
較
的
強
め
に
か
け
て
い
る
。
〽
渡
辺
の
源
次
綱
は
」
の

三
味
線
の
ナ
ガ
シ

（
六
）、〽

武
勇
を
」の
三
味
線
の［
飛
タ
タ
キ
］の
旋
律［
ト
ッ
テ
ン
ト
ッ

テ
ン
ト
ッ
テ
ン
…
…
］、
〽
武
勇
を
」
の
ナ
ガ
シ
、
〽
輝
か
せ
り
」
の
ナ
ガ
シ
が
、
現
行

の
演
奏
よ
り
長
め
に
弾
か
れ
て
い
る
。
ナ
ガ
シ
の
際
の
唄
は
、
同
じ
音
を
の
ば
し
て
い

る
が
、そ
の
間
に
聞
こ
え
る
音
の
ナ
ビ
キ
が
伊
十
郎
の
特
徴
の
一
つ
と
言
え
る
。囃
子
は
、

現
行
の
手
と
変
わ
り
は
な
い
。

　
　②　

綱
館　

其
貮
【
製
品
番
号
：
三
四
六
四
九 

整
理
番
号
： 

十
七
─
二
二
一
Ｂ
】

　
　

演
奏
部
分
：
〽
か
か
る
と
こ
ろ
へ
～
憂
し
と
は
い
わ
で
引
か
れ
つ
」
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唄
・
楽
器
：
唄
、
三
味
線
、
笛
、
大
小
太
鼓

　
　

録
音
時
間
：
三
分
九
秒

　

こ
の
第
二
面
は
、
通
常
脇
唄
が
勤
め
る
〽
す
で
に
東
寺
羅
生
門
の
～
物
忌
や
な
」
を

省
き
、
〽
か
か
る
所
へ
」
の
伯
母
の
道
行
か
ら
始
ま
る
。
〽
か
か
る
所
へ
」
の
ナ
ガ
シ

は
長
め
で
、
唄
の
ナ
ビ
キ
も
強
く
聞
こ
え
る
。
〽
き
た
し
ぐ
ゥ
れ
」
の
三
味
線
［
テ
ー

ン
ツ
ツ
ン
ト
ン
ツ
ン
］
は
通
常
〔
ファ
〕
の
音
を
使
う
が
、〔
♯
ファ
〕
の
音
を
使
用
し
て
い

る
。
囃
子
は
、
現
行
の
手
と
変
わ
り
は
な
い
。
録
音
時
間
の
都
合
か
、
道
行
の
途
中
で

こ
の
面
は
終
了
す
る
。

③　

綱
館　

其
三
【
製
品
番
号
：
三
四
六
五
〇 

整
理
番
号
： 

十
七
─
二
二
二
Ａ
】

　
　

演
奏
部
分
：
〽
門
の
外
面
に
～
玄
冬
素
雪
の
寒
き
夜
は
」

　
　

唄
・
楽
器
：
唄
、
三
味
線

　
　

録
音
時
間
：
三
分
十
三
秒

　

〽
い
か
に
綱
津
の
国
の
」
の
唄
の
音
程
は
、
通
常
よ
り
長
二
度
高
く
取
っ
て
い
る
。

伯
母
の
語
り
〽
こ
の
門
開
き
候
へ 

疾
く
開
け
召
さ
れ
い
」
は
、
外
か
ら
内
へ
の
呼
び
か

け
と
、
綱
と
の
演
じ
分
け
を
意
識
し
た
た
め
か
、
音
程
を
高
め
に
取
っ
て
い
る
。
〽
育

て
つ
つ
」
の
あ
と
の
三
味
線
は
［
子
守
唄
］
の
旋
律
で
あ
る
。
同
じ
旋
律
を
一
オ
ク
タ
ー

ブ
違
う
高
さ
で
弾
い
て
合
奏
し
て
い
る
。「
お
ん
こ
と
」「
み
ず
か
ら
」「
そ
だ
て
つ
つ
」

「
し
の
が
せ
つ
」「
そ
せ
つ
」「
さ
む
き
」
な
ど
に
現
れ
て
い
る
よ
う
に
、
語
頭
を
詰
め
る

唄
い
方
は
伊
十
郎
の
特
徴
と
思
わ
れ
る
。

④　

綱
館　

其
四
【
製
品
番
号
：
三
四
六
五
一 

整
理
番
号
： 

十
七
─
二
二
二
Ｂ
】

　
　

演
奏
部
分
：
〽
襖
を
重
ね
あ
た
た
め
て
～
請
し
け
る
」

　
　

唄
・
楽
器
：
唄
、
三
味
線

　
　

録
音
時
間
：
二
分
五
十
八
秒

　

前
の
面
に
続
け
て
、［
雪
の
合
方
］
か
ら
始
ま
る
。
こ
の
合
方
は
、
現
行
の
演
奏
で
は
、

三
味
線
が
二
挺
以
上
の
場
合
、［
子
守
唄
］
の
旋
律
と
同
じ
よ
う
に
、
同
じ
旋
律
を
一
オ

ク
タ
ー
ブ
違
う
高
さ
で
弾
い
て
合
奏
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
こ
の
録
音
で
は
同
じ
旋
律

を
同
じ
音
で
弾
い
て
い
る
。
〽
さ
し
も
に
猛
き
」
か
ら
の
言
葉
の
部
分
は
、
緊
迫
し
た

場
面
で
あ
る
か
ら
、
抑
揚
を
つ
け
た
唄
い
方
を
す
る
演
奏
が
多
い
が
、
伊
十
郎
の
こ
の

部
分
は
抑
揚
を
つ
け
て
い
な
い
。
〽
奥
の
一
間
に
」
の
あ
と
、こ
の
録
音
で
は
［
幕
三
重
］

と
い
う
三
味
線
の
旋
律
が
入
る
。［
幕
三
重
］は
現
行
の
演
奏
で
も
行
う
こ
と
が
あ
る
が
、

一
般
的
に
は［
幕
三
重
］よ
り
少
し
短
い［
略
三
重
］を
弾
く
こ
と
が
多
い
。
〽
請
し
け
る
」

は
、〽
請
じ
け
る
」
と
濁
る
場
合
が
あ
る
が
、自
筆
版
本
『
綱
館
』（『
長
唄
根
岸
集
』
所
収
）

の
歌
詞
の
表
記
は
〽
請
し
け
る
」
と
な
っ
て
い
て
、
こ
の
録
音
で
も
濁
っ
て
い
な
い
。

⑤　

綱
館　

其
五
【
製
品
番
号
：
三
四
六
五
二 

整
理
番
号
： 

十
七
─
二
二
三
Ａ
】

　
　

演
奏
部
分
：
〽
い
や
と
よ
綱
～
身
の
毛
も
よ
だ
つ
ば
か
り
な
り
」

　
　

唄
・
楽
器
：
唄
、
三
味
線
、
笛
、
大
小
太
鼓

　
　

録
音
時
間
：
三
分
十
六
秒

　

前
面
の
〽
請
し
け
る
」
の
あ
と
に
、
現
行
の
演
奏
で
は
「
曲
舞
の
段
」
を
入
れ
る
こ

と
が
あ
る
が
、
こ
の
録
音
に
は
な
い

（
七
）。

〽
い
や
と
よ
綱
」
か
ら
腕
の
入
っ
た
唐
櫃
を

開
け
さ
せ
る
場
面
と
な
る
が
、
現
行
の
演
奏
で
は
〽
そ
の
時
伯
母
は
」
か
ら
の
ノ
リ
を

少
し
ゆ
っ
く
り
進
め
る
が
、
こ
の
録
音
で
は
そ
れ
ま
で
の
ノ
リ
を
変
え
ず
に
進
み
、
〽

次
第
次
第
に
」
か
ら
速
め
る
こ
と
で
効
果
を
生
ん
で
い
る
。
囃
子
は
、
現
行
の
手
と
変

わ
り
は
な
い
。

⑥　

綱
館　

其
六
【
製
品
番
号
：
三
四
六
五
三 

整
理
番
号
： 

十
七
─
二
二
三
Ｂ
】

　
　

演
奏
部
分
：
〽
い
か
に
綱
我
こ
そ
～
感
ぜ
ぬ
者
こ
そ
な
か
り
け
れ
」

　
　

唄
・
楽
器
：
唄
、
三
味
線
、
笛
、
大
小
太
鼓

　
　

録
音
時
間
：
三
分
三
秒

　

伯
母
が
鬼
の
本
性
を
顕
す
緊
迫
し
た
場
面
の
、
〽
こ
れ
ま
で
来
る
と
知
ら
ざ
る
や
」
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の
ノ
リ
を
通
常
よ
り
遅
め
に
し
て
い
る
こ
と
で
、
そ
の
す
ぐ
あ
と
の
大
薩
摩
の
三
味
線

［
勢
ガ
カ
リ
］
の
旋
律
が
、
よ
り
引
き
立
っ
て
聞
こ
え
る
。
〽
虚
空
に
あ
り
」
の
あ
と
の

合
の
手
で
は
三
味
線
に
副
旋
律
が
聞
こ
え
、
現
行
の
演
奏
と
同
様
の
手
を
入
れ
て
い
る

よ
う
だ
。
〽
如
何
に
か
な
し
て
」
以
降
も
所
々
に
副
旋
律
が
聞
こ
え
て
い
る
が
、
こ
こ

は
タ
テ
三
味
線
の
即
興
的
な
手
と
思
わ
れ
る
。
最
後
の
段
切
の
囃
子
は
、
現
行
の
演
奏

で
は
三
味
線
の
止
め
バ
チ
［
シ
ャ
ン
］
に
合
わ
せ
て
終
わ
る
こ
と
が
多
い
が
、
こ
の
録

音
で
は
唄
が
「
け
れ
」
を
伸
ば
し
て
い
る
間
に
囃
子
が
合
頭
を
打
っ
て
い
る
。

（
三
）
ま
と
め

　

パ
テ
ー
盤
『
綱
館
』
の
全
体
像
を
ま
と
め
る
。

・
レ
コ
ー
ド
は
、
両
面
三
枚
の
計
六
面
。
盤
面
の
状
態
は
良
好
。

・
六
世
芳
村
伊
十
郎
の
独
吟
、
十
三
世
杵
屋
六
左
衛
門
、
五
世
杵
屋
勘
五
郎
の
三
味
線

の
二
挺
一
枚
で
、
囃
子
が
入
っ
た
演
奏
。

・
レ
コ
ー
ド
の
レ
ー
ベ
ル
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
上
調
子
」
は
、
録
音
で
は
確
認
で
き

な
か
っ
た
。

・「
曲
舞
の
段
」
は
録
音
さ
れ
て
い
な
い
。

・
タ
テ
三
味
線
の
杵
屋
六
左
衛
門
の
掛
声
が
、
多
め
に
、
ま
た
、
音
量
も
大
き
く
掛
け

ら
れ
て
い
る
。

・
伊
十
郎
の
特
徴
と
し
て
、
伯
母
と
綱
の
問
答
な
ど
、
語
り
の
部
分
は
あ
ま
り
抑
揚
を

つ
け
て
い
な
い
こ
と
と
、
語
頭
を
詰
め
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

・
囃
子
は
、
現
行
の
手
と
同
様
と
考
え
ら
れ
る
が
、
段
切
が
、
現
行
の
演
奏
の
よ
う
に

三
味
線
の
止
め
バ
チ
に
合
わ
せ
る
こ
と
な
く
、
先
に
終
わ
っ
て
い
る
。

四　

六
世
芳
村
伊
十
郎
の
録
音

（
一
）
歴
史
的
音
源
『
綱
館
』

　

国
立
国
会
図
書
館
配
信
の
「
歴
史
的
音
源
」
で
は
、
六
世
伊
十
郎
の
『
綱
館
』
を
二

種
類
試
聴
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
種
類
と
も
パ
テ
ー
盤
よ
り
あ
と
に
録
音
さ
れ
た
も

の
で
、
杵
屋
栄
蔵
（
三
世
）
が
タ
テ
三
味
線
を
勤
め
て
い
る
。

　

ひ
と
つ
は
ニ
ッ
ポ
ノ
ホ
ン
（
大
正
十
四
年
四
月
）
で
、
試
聴
の
結
果
、
タ
テ
三
味
線

が
一
人
で
弾
く
部
分
以
外
、
一
曲
全
体
に
わ
た
り
上
調
子
の
音
色
を
確
認
で
き
た
。
も

う
ひ
と
つ
は
ビ
ク
タ
ー
（
昭
和
四
年
三
月
）
で
、
三
味
線
で
名
を
連
ね
て
い
る
杵
屋
栄

二
に
は
「
上
調
子
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
伯
母
の
ク
ド
キ
の
最
後
ま
で
は
上
調
子
の

音
色
を
確
認
で
き
た
。

（
二
）
録
音
に
ま
つ
わ
る
言
説

　

六
世
伊
十
郎
の
事
績
を
記
録
し
た
資
料
に
『
伊
十
郎
思
出
噺
』
が
あ
る
。
こ
の
中
に

は
芸
談
や
、
伊
十
郎
が
出
演
し
た
舞
台
に
関
す
る
事
柄
の
ほ
か
、
蝋
管
や
蓄
音
機
へ
の

吹
き
込
み
に
つ
い
て
も
記
述
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
伊
十
郎
が
初
め
て
吹
き
込
み

を
行
っ
た
の
は
明
治
二
十
六
年
四
月
二
十
八
日
の
鍋
島
家
で
、「
勧
進
帳
」
を
演
奏
し
た

折
、「
こ
れ
を
蓄
音
機
に
吹
き
込
ん
で
早
速
ア
メ
リ
カ
辺
へ
輸
出
し
や
う
」
と
い
う
こ
と

に
な
っ
た
の
が
発
端
と
い
う
。【
表
一
】
を
見
る
と
、後
援
者
に
有
力
者
の
存
在
が
あ
り
、

演
奏
の
た
め
に
そ
の
家
を
訪
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、吹
き
込
み
を
行
う
こ
と
が
あ
っ

た
よ
う
だ
。
共
演
者
に
は
、
杵
屋
六
左
衛
門
・
勘
五
郎
の
名
も
み
ら
れ
る
。
伊
十
郎
は

録
音
当
時
の
こ
と
を
、「
冷
汗
ど
こ
ろ
か
油
汗
を
ダ
ラ

く
流
し
て
固
く
な
り
な
が
ら
唄

ひ
ま
し
た
が
、
實
際
死
ぬ
苦
し
み
で
し
た
。
其
の
時
分
蓄
音
機
に
吹
込
み
ま
す
と
壽
命

が
縮
ま
る
と
い
ひ
は
や
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
す
か
ら
氣
が
氣
で
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と

振
り
返
っ
て
い
る

（
八
）。
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む
す
び
に
か
え
て

　

本
稿
で
は
、
六
世
芳
村
伊
十
郎
が
唄
っ
た
『
綱
館
』
を
報
告
し
た
。
録
音
の
四
年
前

の
明
治
四
十
年
発
行
の
『
藝
壇
三
百
人
評
』
で
、
文
芸
記
者
の
森
暁
紅
は
伊
十
郎
の
こ

と
を
「
一
本
調
子
と
無
下
に
云
ふ
人
も
有
る
が
、
其
丈
夫
に
し
て
朗
々
た
る
聲
、
大
ま

か
な
る
節
ま
は
し
、
勸
進
帳
な
ど
ゝ
來
て
は
恐
ら
く
天
下
一
品
」
と
評
し
て
い
る
。
報

告
者
も
、『
綱
館
』
の
録
音
を
聴
い
て
、
抑
揚
を
あ
ま
り
つ
け
な
い
語
り
を
伊
十
郎
の
特

徴
の
ひ
と
つ
と
し
て
指
摘
し
た
が
、
当
時
よ
り
同
じ
よ
う
な
所
感
を
持
た
れ
て
い
た
よ

う
だ
。
し
か
し
、
役
柄
に
よ
る
唄
い
分
け
は
も
と
よ
り
、
旋
律
を
伴
う
唄
の
部
分
と
、

語
り
の
部
分
の
唄
い
分
け
な
ど
に
お
い
て
、
歌
舞
伎
の
地
方
を
長
年
勤
め
た
伊
十
郎
の

実
力
が
存
分
に
発
揮
さ
れ
た
録
音
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

　

ま
た
、
こ
の
『
綱
館
』
の
録
音
で
は
、
掛
声
が
鮮
明
に
録
音
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
注

目
す
べ
き
点
で
あ
る
。『
綱
館
』
の
よ
う
に
大
薩
摩
物
の
作
品
で
は
、
掛
声
自
体
も
演
出

の
一
つ
と
し
て
曲
の
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
。
六
左
衛
門
の
気
迫
溢
れ
る
演
奏
で

あ
っ
た
こ
と
を
、
力
強
い
掛
声
か
ら
も
再
認
識
し
た
。

『
綱
館
』（『
長
唄
根
岸
集
』
よ
り
）	

＊
太
字
は
録
音
箇
所

渡
辺
綱
館
之
段
（
内
題
：
綱
屋
形
之
段
）　　
　

十
一
世
稀
音
家
照
海
作

〽
去
程
に
渡
辺
の
源
治
綱
は　

九
条
羅
生
門
に
て　

鬼
神
の
腕
を
切
取
り
つ
　ゝ

武
勇

を
天
下
に
輝
せ
り　

さ
り
な
が
ら
か
ゝ
る
悪
鬼
は
七
日
の
内
に　

か
な
ら
ず
仇
を
な
す

な
り
と　

陰
陽
の
は
か
せ
清
明
が
考
文
に
ま
か
せ
つ
　ゝ

綱
は
七
日
の
物
忌
し
て　

仁

王
経
を
ど
く
じ
ゆ
な
し　

門
戸
を
閉
て
ぞ
ゐ
た
り
け
る　
ワ
キ
〽
す
で
に
東
寺
羅
生
門

の　

鬼
神
の
腕
を
切
取
し
事　

是
ひ
と
へ
に　

君
の
御
威
徳
な
ら
ず
や
し
か
る
に　

清

明
が
考
文
に
随
ひ　

あ
ら
気
づ
ま
り
の
物
忌
や
な　
シ
テ
〽
か
ゝ
る
所
え
津
の
国
の
渡

辺
の
里
よ
り
も　

尋
て
お
ば
の
北
時
雨　
合　

紅
葉
の
笠
も
名
に
愛
て　
合　

錦
を
か

ざ
す
古
郷
の　
合　

老
の
力
や
杖
つ
き
乃
ゝ
字
の
姿
を
も　
合　

う
し
と
は
い
は
で
引

れ
つ
る　

綱
が
屋
形
に
着
に
け
り　

〽
門
の
外
も
に
た
ゝ
ず
み
て　
シ
テ
〽
い
か
に
綱

つ
の
国
の
お
ば
が
は
る

ぐ
参
り
た
り　

此
門
開
き
候
へ　

と
く
明
め
さ
れ
い　
ワ
キ

〽
内
に
は
綱
の
声
高
く　

は
る

ぐ
と
の
御
出
な
れ
ど　

子
細
有
て
物
忌
な
れ
ば　

門

の
内
へ
は
か
な
は
ず
候　
シ
テ
〽
何
門
の
内
へ
は
か
な
は
ぬ
と
な　
ワ
キ
〽
是
非
に
お
よ

ば
ず
候　
シ
テ
〽
あ
ら
曲
も
な
き
御
こ
と
や
な　

わ
殿
が
を
さ
な
き
其
時
は　
合　

自
い

だ
き
生
立
つ
　ゝ
合　

き
う
か
三
伏
乃
暑
き
日
は　

扇
乃
風
に
て
し
の
が
せ
つ　

厳
冬

そ
せ
つ
の
寒
き
夜
は　
合　

襖
を
か
さ
ね
あ
た
ゝ
め
て　

わ
殿
を
綱
と
い
は
せ
し
こ
と　

皆
自
が
恩
な
ら
ず
や　

恩
を
し
ら
ぬ
は
人
な
ら
ず　

エ
ヽ
汝
は
邪
け
ん
者
か
な
と　

声

を
上
て
ぞ
泣
給
ふ　
ワ
キ
〽
さ
し
も
に
猛
き
渡
辺
も　

あ
く
ま
で
お
ば
に
く
ど
か
れ
て　

ぜ
ひ
な
く
門
を
押
開
き　

奥
の
一
間
に
し
よ
う
し
け
る　
シ
テ
〽
い
や
と
よ
つ
な　

鬼

神
の
腕
を
切
と
ら
れ
し
武
勇
の
程　

凡
天
下
に
隠
れ
な
し　

し
て
其
腕
は
何
れ
に
有
や　

ワ
キ
〽
則
是
に
と
唐
櫃
の　

ふ
た
打
明
て
お
ば
の
前
に
ぞ
直
し
け
る　
シ
テ
〽
其
時
お
ば

は
か
の
腕
を　

た
め
つ
す
が
め
つ
し
け

ぐ
と　

な
が
め

く
て
ゐ
た
り
し
が　

し
だ

ひ

く
に
面
色
か
は
り　
合　

か
の
腕
を
取
よ
と
見
え
し
が
た
ち
ま
ち
に　

鬼
神
と
成
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て
飛
上
り　
合　

は
ふ
を
蹴
破
り
顕
れ
出　

あ
た
り
を
に
ら
み
し
有
様
は　

身
の
毛
も

よ
だ
つ
ば
か
り
な
り　
合　

〽
い
か
に
綱
我
こ
そ
い
ば
ら
き
童
子
な
り　

我
腕
を
取
か

へ
さ
ん
其
為
に　

是
迄
来
る
と
し
ら
ざ
る
や　

〽
綱
は
い
か
り
て
早
足
を
踏　
合　

き

ら
ん
と
す
れ
ど
も　
合　

虚
空
に
あ
り　
合　

い
か
に
か
な
し
て
う
ち
と
る
べ
し
と　
合　

お
も
へ
ど
し
だ
ひ
に
黒
雲
お
ほ
ひ　

鬼
神
の
姿
は
き
え
う
せ
け
れ
ば　

か
の
清
明
が
考

文
に
そ
む
き
し
こ
と
の
く
ち
を
し
さ
よ　

猶
時
を
得
て
打
取
べ
し
と　

い
さ
み
立
た
る

武
勇
の
程　
合　

感
ぜ
ぬ
者
こ
そ
な
か
り
け
れ

　
　
　
　

曲
舞　
　
　

〽
お
ば
を
敬
ひ
頭
を
下
げ　

扨
も
只
今
は
不
思
議
の
失
礼
仕
候　

ま
づ
御
酒
一
こ
ん
き

こ
し
め
し　

其
後
御
曲
舞
を
所
望
申
上
候　
シ
テ
〽
め
で
た
き
折
な
れ
ば　

舞
は
う
ず

る
に
て
候　

〽
御
酒
の
き
げ
ん
を
か
り
そ
め
に　

指
す
手
ひ
く
手
乃
末
廣
や　
合　

〽
あ
ら
面
白
乃
山
巡
り　
二
上
リ
〽
ま
づ
筑
紫
に
は
彦
の
山　
合　

さ
ぬ
き
に
松
山
ふ
り

積
雪
の
白
峰
や　
合　

河
内
に
か
つ
ら
き
名
に
お
ふ
み
ね
丹
波　
合　

た
ん
ご
の
堺
な

る
鬼
す
む
山
と
き
こ
へ
し
は　

名
も
お
そ
ろ
し
き
雲
の
お
く　
合　

〽
な
つ
か
し
や

大
薩
摩
節
『
兵
四
阿
屋
造
』（
正
本
よ
り
）	

＊
太
字
は
『
綱
館
』
と
共
通
の
部
分

	

＊
［　

］
は
破
損
に
よ
る
難
読
部
分

　
　
　
　

兵
四
阿
屋
造

ウ
タ
ヒ
カ
ヽ
リ
〽
さ
る
程
に
わ
た
な
へ
の
源
次
つ
な
は　

九
条
ら
せ
う
門
に
て　

き
じ
ん

の
か
い
な
を
切
取
つ

小ゝ

ム

ス

ヒ

ぶ
ゆ
う
を
天
下
に
か
ゞ
や
か
せ
り　

去地

な
が
ら
か
ゝ
る
あ
つ
き

は
七
日
が
内
に　

か
な
ら
す
あ
た
を
な
す
也
と　

お中

ヲ

ン
ん
や
う
の
は
か
せ　

清
め
い
が
か

ん
も
ん
に
ま
か
せ
つ
　ゝ

つ
な
は
七
日
の
物
い
み
し
て　

仁
王
き
や
う
を
ど
く
じ
ゆ
な

し　

門ツ
ナ
キ
ム
ス
ヒ

こ
を
と
ぢ
て
ぞ
い
た
り
け
る　
た
ん
十
郎
せ
り
ふ
△
す
で
に
と
う
じ
ら
せ
う
門
の　

き
じ
ん
の
か
い
な
を
切
ル
事
是
ひ
と
へ
に　

君
の
御
ゐ
と
く
な
ら
ず
や
し
か
る
に　

せ

い
め
い
が
か
ん
も
ん
に
し
た
が
へ　

七
日
の
物
い
み
あ
ら
き
づ
ま
り
の
物
い
み
や
な
あ　

上
る
り
〽
か
ゝ
る
所サ

にシ

む
か
ふ
よ
りイ

わロ

た
な
べ
の
里
よイ

ロ
サ
シ
カ
ヽ
リ

り
も　

尋
て
お
ば
の
北上

ケ

時
雨引　

もキ
ン
カ
ハ
リ

み
ぢ
の
笠
も下

な上
ケ

にユ

リめ
で

本ゝ

フ

シ
に
し
き
を
か
ざ
すイ

ロ

ユ

リ

ふ
る
里
の　

お上

いケ

のム
ス
ヒち
か
ら
や
つイ

ロへ
つ

き
のキ

ン
引乃
の
字
の
な
り
の
す
が
た
お
もヒ

ヤ

うイ
ロ
ム
ス
ヒ

し
と
は
い
は
で
ひ
か
れ
く
る　

つツ
ナ
キ
ム
ス
ヒ

な
が
や
か
た

に
付
に
け
り　
ゑ
び
蔵
せ
り
ふ
△
是
わ
た
な
べ
つ
の
国
の
お
ば
が
は
る

く
あ
い
に
き
ま

し
た　

も
ん
を
あ
け
め
さ
れ
い　

も
ん
あ
け
め
さ
れ
い　

も
ん
の
内
へ
は
か
な
は
ぬ
と

な　

そ
れ
は
ち
く
る
い
に
も
お
と
る
ぞ
よ　
上
る
り
〽
わ
と
の
がシ

ウ

タ

ン

地

お
さ
な
き
そ
の
時
よ
り　

水シ

ヲ

リ
か
ら
い
だ
き
そ
だ
て
つ
　ゝ

き
う
か
三
ふ
く
の
あ
つ
き
日
は　
ゑ
ひ
せ
り
ふ
△
あ
ふ
ぎ

の
風
に
て
そ
だ
て
あ
げ　
上
る
り
〽
げ
んイ

ロ

ク

ト

キ

と
う
そ
せ
つ
の
さ
む
き
夜
は　
ゑ
び
せ
り
ふ
△
ふ

す
ま
を
か
さ
ね
あ
た
ゝ
め
た
り　
上
る
り
〽
わ
ど
の
を
つ
な
と
い
わ
せ
し
事　

み
な
水
か

ら
が
お
ん
な
ら
ず
や　
ゑ
び
せ
り
ふ
△
お
ば
を
お
い
か
へ
す
ほ
う
が
有
か
い
や
い　

お
ん

の
し
ら
ぬ
は
ち
く
せ
う
よ　
上
る
り
〽
ゑ
ゝ
な
ん
じ
はイ

ロ

カ
じ
や
けタ

リん
の
も
の
か
なモ

ロ
チ
ヤ
シ

と
こ
へ
を

上
て
ぞ
な
き
給
ふ　

さ
し
も
に
た
け
き
わ
た
な
べ
も　

あ
く
ま
で
お
ば
に
く
ど
か
れ
て　

ぜ
ひ
な
く
門
を
お
し
ひ
ら
き　

よ
ま
の
［　
　

］
ぞ
し
や
う
じ
け
る　
た
ん
十
郎
せ
り
ふ

△
も
の
ゝ
ふ
の
せ
つ
な
る
も
の
は
ぎ
の
道
じ
や
［　
　

］
の
時イ

ロ

お
ば
ご
ぜ
う
ち
う
な
づ

き　

か地

の
て
く
な
い
が
さ
い
く
の
う
で
を
か
い
つ
か
み　

お
ど
り
あ
が
つ
て
さ
な
が
ら

に　

き
ぢ
よ
の
あ
れ
た
る
けウ

タ

ヒ

地

し
き
に
て　

か
し
こ
の
一
間
に
か
け
入
て　

はス
エ
ム
ス
ヒ

ふ
を
け
や

ぶ
り
あ
ら
わ
れ
い
で　

あ
た
り
を
に
ら
み
し
あ
り
さ
ま
は　

身ア
タ
リの
けム

ス
ヒも
よ
だ
つ
ば
か
り

な
り　
ゑ
ひ
せ
り
ふ
△
い
か
に
わ
た
な
べ
見
お
ぼ
へ
た
る
か　

わ
れ
こ
そ
い
ば
ら
き
ど
う

じ
な
る
が　

わ
が
う
で
を
と
り
か
へ
さ
ん
た
め　

こ
れ
ま
で
き
た
る
は
や
い　
上
る
り
〽

た
が
い
に
お
も
て
は
い
か
れ
ど
も　

お
ば
と
お
い
と
の
れ
い
義
を
ば　

こノ

リゝろ
の
そ
こ

の
し
た
ゆ
く
水　

げ
に
い
さ
ぎ
よ
き
し
だ
ひ
や
と　

き
せ
ん
上
下
お
し
な
へ
て　

か
ん

ぜ
ぬ
も
の
こ
そ
な
か
り
け
れ
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【
主
要
参
考
文
献
】

杵
屋
栄
蔵
『
長
唄
の
う
た
ひ
方
』
東
京
：
創
玄
社
、
一
九
二
七
年
。

杵
屋
栄
蔵
編
『
長
唄
根
岸
集
』
東
京
：
黄
雲
堂
、
一
九
二
七
年
。

『
伊
十
郎
思
出
噺
』
一
九
三
五
年
は
し
が
き
、
出
版
社
不
明
。

松
林
た
か
ね
「
綱
館
」『
演
藝
畫
報
』
一
九
三
九
年
六
月
。

町
田
嘉
章
編
『
長
唄
浄
観
』
東
京
：
邦
楽
社
、
一
九
四
九
年
。

町
田
佳
聲
・
植
田
隆
之
助
編
『
現
代
邦
楽
名
鑑
』
長
唄
編
、
東
京
：
邦
楽
と
舞
踊
出
版
部
、

一
九
六
六
年
。

十
一
世
望
月
太
左
衛
門
『
望
月
流　

改
訂
長
唄
囃
子
手
附　

綱
館
』
東
京
：
望
月
太
座

衛
門
鼓
の
会
、
一
九
八
九
年
。

飯
島
満
・
永
井
美
和
子
「『
特
殊
再
生
装
置
を
要
す
る
音
盤
』
パ
テ
ー
縦
振
動
レ
コ
ー
ド
」

（『
無
形
文
化
遺
産
研
究
報
告
』
第
六
号
）、
東
京
：
東
京
文
化
財
研
究
所
、
二
〇
一

二
年
。

星
野
厚
子
「〔
資
料
紹
介
〕
東
京
文
化
財
研
究
所 

フ
ラ
ン
ス
・
パ
テ
社
製
SP
レ
コ
ー
ド　

長
唄
『
吉
原
雀
』
を
中
心
に
」（『
無
形
文
化
遺
産
研
究
報
告
』
第
九
号
）、
東
京
：

東
京
文
化
財
研
究
所
、
二
〇
一
五
年
。

稀
音
家
義
丸
『
長
唄
囈
語
』
東
京
：
邦
楽
の
友
社
、
二
〇
一
五
年
。

杵
屋
栄
二
編
『
綱
館
』
三
世
杵
屋
栄
蔵
校
訂 

三
絃
譜
附
長
唄
稽
古
本 

第
五
十
一
、
二

〇
一
七
年
、
五
世
杵
屋
栄
蔵
改
訂
復
刻
（
初
版
は
、
東
京
：
法
木
書
店
、
一
九
四

一
年
）。

星
野
厚
子（
解
説
執
筆
）『
長
唄
演
奏
会 

道
』プ
ロ
グ
ラ
ム
、二
〇
一
七
年
十
月
七
日
開
催
。

【
注
】

（
一
）
町
田
佳
聲
・
植
田
隆
之
助
編
『
現
代
邦
楽
名
鑑
』
九
五
～
九
七
頁

（
二
）
杵
屋
栄
蔵
『
長
唄
の
う
た
ひ
方
』
一
三
七
頁
。

（
三
）
稀
音
家
義
丸
『
長
唄
囈
語
』
二
五
三
頁
。

（
四
）
町
田
嘉
章
編
『
長
唄
浄
観
』
六
八
～
六
九
頁
。

（
五
）
飯
島
満
・
永
井
美
和
子
「『
特
殊
再
生
装
置
を
要
す
る
音
盤
』
パ
テ
ー
縦
振
動
レ

コ
ー
ド
」
七
八
頁
。

（
六
）
三
味
線
で
、
同
じ
音
を
一
定
時
間
続
け
て
弾
く
奏
法
。

（
七
）「
曲
舞
の
段
」
は
作
曲
時
に
は
な
く
、
後
補
さ
れ
た
部
分
。

（
八
）『
伊
十
郎
思
出
噺
』
六
三
〜
六
四
頁
。
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表一　『伊十郎思出噺』に記載された吹き込みに関する事項

 

                   
 

  
 

曲目 年代 共演者 依頼主 場所 付記 

勧進帳 
明治 26 年

（1893） 
［記載なし］ 鍋島 麹町三年町   

吉原雀 
明治 28 年

（1895） 
［記載なし］ 鹿島清兵衛 新橋花月楼   

筑摩川 
明治 29 年

（1896） 
杵屋六左衛門・杵屋浅吉   築地の大使館   

道成寺 
明治 30 年

（1897） 
杵屋六三郎   浅草の花屋敷   

松の緑 
明治 31 年

（1898） 
杵屋六左衛門・杵屋勘五郎 或西洋人 上野の精養軒 

その後、筑摩川、石

橋など 80 本以上作る

勧進帳・松の緑 
明治 31 年

（1898） 
杵屋六左衛門・杵屋勘五郎 光村 赤坂の光村別邸   

矢の根・蜘蛛拍子

舞・勧進帳・綱館・

鞍馬山・二人椀

久・吉原雀・供奴 

明治 33 年

（1900）頃 
杵屋勘五郎 三野村 深川 

10 日間ばかり通いつ

めで吹き込み 

勧進帳ほか ［記載なし］ 杵屋六左衛門・杵屋勘五郎 天賞堂   

勧進帳ほか 8 本吹き

込み。天賞堂とは5 年

間の契約 

勧進帳 ［記載なし］ ［記載なし］ 三光堂 向島   

［記載なし］ ［記載なし］

岡安喜一郎・杵屋栄蔵・望

月太喜蔵・望月長九郎・田

中伝左衛門・望月長左久 

日蓄   3、4 曲 

勧進帳・五条橋・

道成寺・賤機帯・

鶴亀ほか 

明治 38 年

（1905） 

杵屋勝吉（勝太郎）・杵屋栄

蔵・望月太喜蔵・望月長九

郎・望月長左久・田中伝左

衛門・柏扇吉 

ビクター 丸の内 
平盤片面入り 24 枚吹

き込み 

【表一】 『伊十郎思出噺』に記載された吹き込みに関する事項 
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な
り

〜
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風
を
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破
り

合
方

〽
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と
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て
飛
上
り

〜

〽
い
や
と
よ
綱

〽
請
し
け
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〜

〽
襖
を
重
ね
あ
た
た
め
て

〽
玄
冬
素
雪
の
寒
き
夜
は

〜

〽
門
の
外
面
に

〽
憂
し
と
は
い
は
で
引
か
れ
つ

〜

〽
紅
葉
の
笠
も

〽
尋
ね
て
伯
母
の
北
時
雨

〜

〽
か
か
る
と
こ
ろ
へ
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門
戸
を
閉
じ
て
ぞ
居
た
り
け
る

〜

〽
綱
は
七
日
の
物
忌
し
て

〽
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明
が
勘
文
に
任
せ
つ
つ

〜

〽
去
る
程
に
渡
辺
源
次
綱
は

詞
章
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○

○

○

× ×

×

○

× × × × × × ×
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34648

3分13秒

○

○

○

○

×

○

○

××××

× × ×

×

○

○

○ ○ ○

○ ○ ○

秒9分3秒61分3秒3分3 2分58秒

○○

3分13秒

○

B122-71A322-71B322-71 17-222B
946432564335643 34651

17-222A
34650

○

○

○

××
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Report on SP Records Made by Pathé in the Collection of the 
Tokyo National Research Institute for Cultural Properties: 

With Focus on the Nagauta “Tsuna Yakata”

Hoshino  Atsuko

　　In previous volumes of Research and Reports on Intangible Cultural Heritage the present 

author has reported on two recordings on SP record made by Pathé in the collection of the Tokyo 

National Research Institute for Cultural Properties: on a nagauta “Yoshiwara Suzume” (vol. 9, March 

2015) and on “Shin Urashima” (vol. 11, March 2017). The present report is on the recording of 

“Tsuna Yakata,” another nagauta (manufacture number 34648 - 34653, Institute’s inventory number 

17-221A - 17-223B).  

　　In this recording, Yoshimura Ijuro VI sings the song to the accompaniment of several musical 

instruments including the shamisen by the brothers Kineya Rokuzaemon XIII and Kineya Kangoro 

V. Since the piece was composed around 1869 by Kineya Kangoro III, grandfather-in-law of 

Rokuzaemon and Kangoro, it is a historically valuable work performed by those close in kinship to 

the composer. 

　　In the lyrics of the piece, the aunt of Watanabe no Tsuna who raised him as a child visits the 

house of Tsuna who had subdued a demon by cutting off its arm at Rashomon. The two speak, 

fondly remembering the past. But the aunt is the demon in disguise and at the end he takes back 

the arm that Tsuna had cut off.

　　The piece uses ohzatsumabushi , a different type of narrative phrase from that of nagauta and 

one which was absorbed into nagauta in the middle of the 19th century. The piece is characterized 

by its wild, soul-stirring melody. The report also touches on the ohzatsumabushi “Tsuwamono 

Azumaya-zukuri” which is said to be one of the sources of “Tsuna Yakata.”

　　There are several versions of the recording of “Tsuna Yakata” by Yoshimura Ijuro. Since this 

Pathé recording is assumed to have been made around October 1911, it would be an old one for 

Ijuro’s recording. Ijuro, who was a transmitter of ohzatsumabushi under the name of Ohzatsuma 

Bundayu IV, sings the roles of Tsuna, the aunt and demon skillfully with his characteristic strong 

narration and wide range of voice.

　　The shamisen performance by the brothers Rokuzaemon and Kangoro is a perfect match 

combining different melodies like the melody of ohzatsuma at the beginning, that of makusanju , or 

melody of shamisen which is used at change of scenes, and that of ohzatsuma again when Tsuna 

and the demon fight. Although according to the label on the record Kineya Kangoro is said to have 

been in charge of the high notes (uwajoshi ) of shamisen, it was not possible to confirm such high 

notes on the recording. 


	表紙ol
	無形文化遺産研究報告12
	バインダ1
	01二神
	02菊池
	03前原・橋本
	04神野
	05松山
	06狩野

	バインダ2
	08星野（縦）
	07半戸（縦）
	奥付A


	表紙ol


 
 
    
   HistoryItem_V1
   ReversePageOrder
        
      

        
     1
     0
    
            
       CurrentAVDoc
          

      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0b
     QI+ 3
     1
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base





